
〈小学校 国語 部会 〉
研究主題

「個 に応 じた補充 的な学習 と発展的 な学習 の在 り方」

一 「書 くこと」の指 導 を通 して 一

研究の概要

「確 かな学力」 をはぐくむ とい う学習指 導要領 のね らいの実現 に向けて、個 に応 じた指導を充実

させ るた め、新たに習熟 の程度に応 じた指 導や補 充的な学習や発展的な学習 を取 り入れた指導等が

学習指導要領 に例示 として付 け加 えられた。一一方、平成13年 度教育課程実施状況調査報告書によれ

ば、相手や 回的 に応 じて 自分の考えを明確 に して構成 しなが ら、文章 を書 く力を育成することが、

指導.ヒの改善点 として示 されている.ま た、 「書 くこと」の指導は、個人差や能力差 が表れやす く、

個別 に学習が行 われ るとい う特色 をもち、個に応 じた指導 の充実が求め られてい る、

これ らの課題 を踏まえ、 「書 くこ と」における補 充的な学習や発展 的な学習の在 り方 を明 らかに

す ること、補充的な学習 と発展的な学習の言語活動例の系統ご との一覧表 を作成す ること、指導体

制に応 じた効果的な指導方 法を明 らかにす ることの3点 について研究開発 を行った。

1研 究 の 目的

個に応 じた指導 を充実 させ るた めの補充的な学習 と発展 的な学習 の在 り方 を、 「書 くこと」

の指導 を通 して明 らかにす ると ともに、指 導の改善 を図 るための研 究開発 を行 う。

皿 研 究 の 方 法

1「 書 くこ と」 にお け る補充的 な学習 と発 展的な学習 の在 り方 につ いて学 習指 導要領の一 部改

正の趣 旨を踏 まえなが ら研 究協議 を行 う。

2「 書 くこ と」 にお け る補充的 な学 習 と発 展的な学習 を推進す るた めの指 導資 料 として 、学習

例の一覧表 を作成す る。

3「 書 くこ と」 にお け る補充的 な学 習 と発 展的な学習 を取 り入れ た検証授業 を行い、指導体制

に応 じた効果的 な指 導について考察す る。

皿 研 究 内 容

基本的な考 え方

確 かな書 く力 を身 に付 けさせ るためには、児 竜一人一人 の書 くカを的確 に把 握 しなが ら、

指導 をす る ことが必要で ある.し か し、児童 の実態 は多様 で あ り、関心 ・意欲 の傾向や 書く能

力 は一人一人異 なってい るた め、個 に応 じた指 導 といって も、すべ てにおい てきめ細 か く対

応す るこ とは難 しい。 一.。、
'児 童の学習状況を的確に把握 一一一一㌔

そ こで、単 元 ご とに、 どの よ うな力 を身 に付 けさ

せ るか を明確 にす る ことが必 要で ある.指 導 目標 を 補充的な 単元の指導 発 展 的

明確 に した指 導 を積 み重 ねてい くこ とに よ り、児童 学習 事項の明確化 な学習
し ノ

に確 かな力 を身 に付 け させ るこ とができ る と考 える。'

そ のための一っ の方 法が、補充的 な学習 と発 展的な学習で あ る。 補充的 な学習及 び発 展的

な学習 については 、 「個 に応 じた指導 に関す る指導資料 一発展 的な学習や補 充的な学習の

推進 一」(文 部科学省 平成14年 〉 に、次 の ように示 されてい る。

O補 充的な学習 … 子 どもの理解や習熟の状況等に応 じ、学習指導要領 に示す基礎的 ・基本的な
内容の確 実な定着を図るために行 う学習指導

○ 発展的な学習 … 学習指導要領に示す 内容を身に付けている子 どもに対 して,学 習指導要領に
示す内癖 をよ り深める学習 を行 った り、さらに進んだ内容についての学習を行 った りす るな
どの学習指導

この こ とを踏ま え、 「書 くこ と」 の指導 にお け る補 充的な学習 と発展 的な学 習に関す る研

究開発 を行 った、
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1「 書 くこと」 にお ける補充 的な学習 と発展的 な学習 の在 り方

(1)補 充的 な学習

補充 的な学習 は、評価規 準に照 らして 、 「おおむ ね満 足で きる状況(B)」 に至 らない児

童に対 して行われ るもので あ る。そ の内容 を次 の二つ に分 けて考 えた。
一一つ は

、単元 日標 を達成 させ るた めに必要 な指導事項 であ る。学習指 導要領 の国語科 の領

域構 成 は、 「A話 す こと ・聞 くこと」 「B書 くこ と」 「C読 む こ と」及 び 〔言語事項〕 の3

領域1事 項で あ るhそ の うち、言語 事項は、言語活動 を支 える基礎 ・基本 とな る指導 内容 で

ある.言 語事項 な どの単元 目標 を達成す るた めに必要 な指 導事項 につ いて、繰 り返 しの学 習

を行い定着 を図る学習を補充 的な学 習 と して考 えた.

も う一つ は、単元 目標 につ なが る指導 内容で ある.国 語 科の指導 内容 は系統 的 ・段階的 に

上の学年 につ ながってい る とい う特 色を もつ.一 ・人 一人の児竜 に応 じた補 充的な学習 を進 め

てい くた めには、前学 年にお ける内容や 当該学年 にお け るそれ以 前の単元 での 内容 につ いて

学習 を行 う必要 も出て くる。既習 の内容 についての学 習を行 い、単元 目標 の達成 を図 るこ と

が補充的な学習 として考 え られ る。

(2)発 展 的な学習

発展的 な学習 は、評価規 準 に照 らして、 「おおむね満足 でき る状況(B>」 の児童に対 し

て行われ る学習 であ る。 国語科 の指 導内容 は、螺旋的 ・反復 的に繰 り返 しの学習 を基本 とし

てい る。 この こ とか ら、身 に付 けた力 を活 用 した り、応用 した りす るこ とが、生 きて働 く言

葉の力 を高め るこ とにっなが る と考 え、その内容 を次の二っ に整理 した.

一一っは
、相手や方法 な どを換 えて 文章を書 く活動な どの 「広 げ る」発 展的 な学 習であ る。

「伝 え合 うカ」 を育成す るた めには、常 に相 手や 目的 を意識 して書 く活動 が行 われ るこ とが

重要で ある。単元 の指 導 目標 を達成 した と判 断 され る児童 には、異な る相手や 目的、方法 で

書 く活動 を行 う学習 を設定 す るこ とによ り、一一層 、書 く力が 高まる と考 えた。

も う一っは、 よ り適 切に、 または効果的 に文 章を 書くた めの学習 を行 い、指導 内容 を 「深

める」発 展的な学習 である。書 く力 を高 め るためには、知識 理 解 ・技能だ けでな く、 もの の

見方や 考 え方、感 じ方 を豊か に して い くことや 表現の効果 を考えなが ら書 く思考力や判 断力

をは ぐくむ ことが重要 であ る.単 元 の指導 目標 を達成 した と判断 され る児童 には、内容 を吟

味す る学習や表現の効果 を確 か める学習 を設定す る ことで一層、書 く力 が高 まる と考 えた。

発展1'1勺な学習の具体的 な学習例は表の通 りで あるCJ

「広 げ る」発展 的な学習例 「深め る」発展 的な学習例

○ 相 手を広 げる … 友 達 に向けて書 いた 0相 手や 目的 に応 じて効果 的な題 材 を選ぶ.

文章を保護者や 地域 の人に向けて書 0中 心が 明確 にな るよ うに効果 的 に文章 を構 成

く. す る 。

○ 方法 を広 げる … 新 聞形式 で書いた も 0意 見や感想の内容を自分の生活の向上や社会

の を リー フ レ ッ ト形 式 に 書 き換 え る。 の改善 にっなが るよ うな内容 で的確 に書 く。

【補充的 な学 習 と発展 的 な学 習の流れ 】
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2補 充的 な学習 と発展的 な学 習の例 一覧表の作成

補充的 な学 習 と発 展的 な学 習は、指 導 目標 が達成 で きてい るか を確 かめなが ら、児童 の学習

状況 に応 じて行 われ るもので ある,、

そ のた めには、具体的 な評価規 準を作成す る とともに、指導 内容 の系 統性 をふ まえ、 どの よ

うな補充 的な学習 と発展的 な学習 を行 うかを明 らかに してい くこ とが必 要で ある。

国語科 の学 習は、系統 的 ・段 階的に行 われ 、螺旋 的 ・反 復的 に繰 り返 しの学習 を基本 として

い る。そ の際 、表 現様 式の特徴 に応 じた指導 を行 うこ とが重要で ある。例 えば、 「手紙 を書 く

こ と」 と 「学級新 聞 を書くこ と」 では指導 の重点 が異 な る。 酋語 活動例 に示 された表現様式 の

系統性 を踏 まえた指 導を重ね る ことが、確 かな書 くカ を高 め ることにつ なが る。

そ こで 、学 習指導要領 に示 され てい る言 語活動例 を 「伝 え合 う言語活 動の系統」 「情報収集

の言語活動 の系統」 「総合的 な言語活動 の系統」 の三 っに分けて系統 ご とに補 充的な学習 と発

展的な学習 の例一覧 表を作成 した。

「書 くこ と」 の指 導について言語活動例 を基に、次 の ような三つの系統 に整理 した。

第1学 年及び第2学 年 第3学 年及び第4学 年 第5学 年及び第6学 年

伝 え合 う言語

活動の系統

・伝えたい事を簡 単な手紙な

どに書 くこと.

・手 紙 を書 く こ と。 ・礼状や依頼状 などの手紙を

書くこと.

情報収集の言

語活動の系統

・先生や身近な人 などに尋ね

た事 をまとめること。

・自分 の 疑 問 に 思 っ た 事 な ど

に つ い て 調 べ て ま と め る こ

と。

・自 分 の 課 題 に っ い て 調 べ て

ま と ま っ た 文 章 に 表 す こ

と,,

総合的な 言語

活動の系統

・絵 に文字 を入れ る(入門期)

・観察 した事を文 などに表す

こと。

・経験 した事 を記録文や学級

新聞な どに表すこと。

・経験 した事 をま とまった記

録や 報告にす るこ と。

各系統の一覧表は、次の ような観点で作成 した。

【言語活動例】学習指導要領 に示 された言語活動例を系統ごとに

低・中 ・高学年で整理 した。低学年の入門期の活動は 「総合的

な言語活動 の系統」に含めた。

【指導事項】言語活動例 との関連を図 り、学習指導要領の 「書 く

こと」 の内容 を具体的なもの として示 した。

【補充的な学習】言語活動例 との関連を図 り、下学年までに指導

した 内容や言語事項 に関す る内容 にっいて必 要であると思 わ

れ るものを示 した。

【発展的な学習】言語活動例 との関連を図 り、相 手や方法などを

かえて書 く活動などの 「広げる」学習と、よ り適 切に、または

効果的に書 く活動な どの 「深める」学習に整理 して示 した。

【日常化例】書 くカは、日常化することによ り養われるとの観点

か ら、他教科や学校教育活動全体の中で発揮で きる機会 を設定

し、言語活動例 との関連か ら考えられるものを示 した。

▼次ペー ジ 【情報収集の言語活

動例 の系統一覧】の一 部分
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志

ー

◆ 「書 く こ と」 の 指 導 に お け る 補 充 的 な学 習 ・発 展 的 な 学 習 の 例 【情報収集の言語活動例の系統】

第1学 年及び第2学 年 第3学 年及び第4学 年 第5学 年及び第6学 年

言語活動例 O先 生や身近な人な どに尋ねたことをま とめ ○疑 問 に思った こ とな どにつ いて調 べ てま と O自 分 の課題 につ い て調 べ て ま とま った文 章
る こ と め るこ と に表 す こ と

指 淳 事 項 ア)誰 に 、何 の た め に書 くのか をは っ き りさ ア)相 手や 目的 を意識 し、工夫 して書 く こ と ア)目 的 や 意図 に応 じて 自分 の考 え を工夫 し
せ て書 くこ と イ)適 切 に情 報 を集 め た り、必 要 な情 報 を選 て書 くこ と

イ)書 こうとす る題材 に必要 な事柄を集 めるこ と ん だ りす るこ と イ)全 体 を 見通 して 、書 く必 要 の あ る事柄 を
ウ)分 か った こ と、考 えた こ とな どが明 確 に ウ〉 調 べ て分 か っ た こ と と考 え た こ とを 区別 収 集 、選択 、整 理す る こ と

な るよ うに簡単な組み 立て を考 える こと し、段 落 を組 み 立て る こ と ウ)自 分 の 考 え を明 確 に表 現 す る た め に効 果
エ)語 や 文 の続 き方 に注意 し、 順序 を考 えて エ)書 こ うとす る こ との 中心 を明 確 に しなが 的 な構 成 、種類.形 態 を考 え る こと

書 くこ と ら、段 落 の続 き方 に注意 して書 くこ と エ)事 実 と感 想 ・意 見 を 区別 し、軽 重 を考 え

て効果 的 に書 くこ と

ア ・相 手や 目的 を始 め に書 く。 ・共 通 の 相 手 や 目 的 で 、 調 べ て 書 く 。 ・身近 な生 活や 例題 か ら課 題 を見付 けて 書 く。

・情 報 収 集 を指 導 者 と一緒 に行 い 「分 か った ・情 報収集 や 選 択 を指 導 者 と一 緒 に行 い 「分
占

・情 報 収 集 、選 択 、 整理 の仕 方 を指 導 者 と一
イ こ と」 「思 っ た こ と」 を色 別 の付 せ ん に 書 か っ た こ と」 「自分 の 考 え」 を 色 別 の 付せ 緒 に考 え 、 「事 実」 「感想 ・意 見]を 色 別 の

補 く 。 ん に 書 く 。 付せ ん に書 く。
充 一 一 一 τ

個 的 ・ 「は じ め ・中 ・終 わ り」 の 組 み 立 て 表 に
、

・「書 き 出 し ・中 心 ・結 び 」 の 組 み 立 て 表 に
、

・共 通 の 構成 表 に、 段落 や順 序 を考 えな が ら
な
学

ウ 順 序 を考 えて付せ んを貼 る. 段落 を考 え なが ら付せ んを貼 る. 付せ ん を貼 る。
に

習 ・文の 続 き方 に注 意 して 、組 み 立 て表 を よ く ・伝 え る こ との 中心や 順 序 を一 っ 一 っ確 か め ・内容 や構 成 を一つ 一つ 確 かめな が ら書 く。
応 例 工 見なが ら書 く。 な が ら、組 み 立て表 をよ く見て書 く。

じ そ
の

た 他

学 O相 手や 目的 をか えてか く。 ○相 手や 目的 に応 じて、調 べ る方法や 項 員を O自 分 で 書 くこ との 目的や 意 図 を 明 らか に し
広 C必 要 な情報を 自分 でできるだけた くさん集 自分 で考 える。 て 書 く。

習 発 げ め る 。 ○様 々 な情 報 を集 め 、 目的 に合 わせ て必 要 な 0目 的 に合 った 資 料 を収 集 し、全 体 を 見通 し
展 る C読 み手 に よ く分 か る書 き表 し方 を工夫す る。 事柄 を選 ぶ。 て取 捨選 択す る。
な 一一一

学 O「 分 か っ た こ と」 「思 っ た こ と」 を順 序 よ O調 べ て さ らに み つ か った課 題 、 事 実 に対す 0課 題 を深 め さ らに 調べ た り、 自分 の 意 見 を
習 深 く組 み 立 て た り.必 要 な こ とを選 んで 書 い る 自分 の考 えや 主 張 な どを 、順 序 を よ く考 支える事実や根拠 を複数用意す る。
例 め た りす る 。 えて組 み立て る。 O様 々 な文 章構成 を 学 び、 伝 え た い 内容 に よ

る O「 は じめ ・中 ・終 わ り」 の構 成 を意 識 して O事 柄 の軽 重 に よって、段落 や配 分 を考 え る。 っ て 選 ん で 書 く 。

書 く 。 0効 果 的な組み 立 てや ま とめ方 を考 え る。 O目 的 に応 じて詳 しさや 分 量を調節 す る。
0効 果 的な文章構成・や形 態、ま とめ方 を考 える。

日 常 化 例 ・学校 探検 カ ー ド ・自 由 研 究 レ ポ ー ト ・パ ソ コ ン に よ る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン

・今 週 の ニ ュ ー ス ・社会 科 ・総合 的 な学習 の時 間での新 聞作 り、 ・他教 科や 総合 で の調 べ 学習 の ま とめ
・ア ルバ ム を作 ろ う 発表資料作 り ・薪 聞や雑誌 へ の 投書
・絵入 りの説 明書作 り ・理科 での観察記録



3補 充的 な学習 と発展的 な学習 の効 果的な指導

指導体制 の工夫改善 は、学校が一体 となって取 り組む ことが重 要であ り、い くつかの学校では、

国語科 の習熟度別や興味 ・関心別 による少人数学習が実施 され ている.し か し、その ような少 人数

指導を小学校 の国語科で実施 してい る事例 は、まだ、多 くはない.

個に応 じた指導の充実を図るためには、様 々な指 導体制 の中で工夫 しなが ら、その特 長を生 か

した指 導を実施す るこ とが求め られ る。

そ こで、指導 体制 ご とにどの よ うに補充的な学習 ・発展 的な学習 を展 開す るこ とが効果的 で

あ るのか、 また、実 施上、 どの よ うな配 慮が必要なのか を検 証授 業 を通 して明 らか に したい と

考 えた。

口)指 導体制

学級担任 一人 による指導 と複数 の指導者 による コー ス別 指導 を取 り上げ、検証授業 を行 う。

まず、担任一 人で行 う・場 合の補 充的な学習 と発展 的な学習の よ さや 配慮す べ き点 を明 らか に

す る。補充的 な学習や発展 的な学 習は、コース別学習や少 人数学習 においてのみ行 われ る も

ので はな く、学級 担任一人 に よる指 導 におい ても行 われ る必要が ある と考 えたか らで あ る。

次 に、指 導者2名 以上 に よる コース別指導 にっい て検 証授 業 を行 うeこ れ は、同学年 を担

当す る教師 が共同で習熟 度別や興 味 ・関心別等 の コー ス別 の指 導 を行 う場合 を想 定 してい る。

加配 教諭が いな くとも、コース別 の学習 を展 開す る事 例 として研 究 開発 を進 める必 要があ る

と考 えたか らである。

学級担任 一人に よる指導 複数 の指導者 に よるコース別指 導

よ さ O多 面 的 な児 童 理 解 に基 づ く支

援 が可能 であ る.

0的 確 で効 率的な支援が でき る。

O習 熟 の程度 や興 味 ・関心 な どき め細 か く

個に応 じるこ とがで きる。

○ 学習に対す る満足感 を得やすい。

課題 ● 学習状況の把握

● 学習進度など個人差への対応

● 児童に関する情報不足

● 評価規準の確認 と共通理解

● 具体の評価規準の作成

● 教材開発

配慮点 ・ 個別 の支援 計 画の作成

・ 学習状況 に応 じた教材 の開発

・ コー ス別学習 内容 の十分 なガイ ダンス

・ コー ス別学習 のね らいの 明確化

・ 教員間 の定期 的な情報交換

② 指導場面

こ、

難

彗1

ノ

雛、

'い郵ひ

灘

課題を把握する 習力

取材する
二"捌

'''"盛

∫

'

②繍i繊'構成する

記述する
、

推敲 ・評価す る
γ

。・砺 於 一

/艶 轟、

或FF

「書 くこと」の指導過程 に沿って補充的な学習 と発展的な学

習が行われる場 面を整理す る、

① … 単元の終 りに位置付 ける揚合である.単 元の学

習状況を判断 し、身 に付 けたカを活用 ・応用 して取

り組む学習(発 展的な学習)と 定着を図る学習(補

充的な学習)を 行 う。

② … 指導過程 の中で、単元の中心的なね らいにかか

わる場面にっいて行 う補充的な学習 と発展的な学

習である。

③ … 単元全体 にわたって行 う補充的な学習 と発展的

な学習である.
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4指 導事例

【事 例1】 情報収集 の言語活動例 の系統 学級担任 一人 による指導

(1)単 元 名 「海 の生 き物 の不 思議 を伝 え よ う ～生 き物 の知恵パ ー トH～ 」(第2学 年)

(2)単 元 の 目標 海 の生 き物 の知恵 を読 み 取 った り進 ん で調 べた りして、文章構 成や説 明 の

順 序、衰 現 の仕 方 な どに気 を付 けなが ら説 明文 を書 くこ とがで き る。

(3)単 元 の評価 規 準

国語 への 関心 ・意歓 ・態度 書く能力 言語 に関す る知識 ・理解 ・技能

・写真を使った説 明の仕方に ・ 自分 が興味 を もった海 の生 き物 につ ・主 語 や 述 語
、 接 続 語 、文

興味 をもち、海 の生 き物の い て、説明に必要 な情報 を集めて書 い 末表現、文 と文の連接に
知 恵 を読 み取 った り進 ん て い る 。 注意 して、読んだ り書い
で調べた りして、意欲的に ・ 写 真 や 文 章 か ら分 か る こ と を 使 っ て

、 た り して い る。

説 明文 を書 こ う としてい 文章構成や表現の仕方に注意 しなが
る 。 ら文 章 を 書 い て い る 。

(4)単 元 にお ける補充 的な学 習 と発 展的 な学習

指導事項 補充的な学習 発展的な学習
・書こ うとす る題材 に必要

な事柄 を集 めること。

・読む ことの教材で学習 した こと

を手がか りに考 える。

・日的 に照 らし、必要 な事柄か を考

えなが ら情報 を集 める。

・自分の考えが明確 になる

よ うに、簡単な組み立て

を考えるこ と。

・メ モ を も とに 、 大 き な ま と ま り

「は じ め 、中 、終 わ り 」を考 え る 。

・説明的文章 の組 み立て を考 え、事

柄 ごとのま とま りを意識 して、区

切 りを考える。

(5)補 充的な 学習 と発展 的 な学習 の手 だて

ア 個別 の支援 計 画の 作成

児 童一 人一人 の個 性 を把握 し、学級経 営 の 中で蓄 積 してい る様 々な児 童 に関す る情 報 を

具体 的 な指 導 の場面 で生 かす こ とがで き る。 そのた め に、書 くこ との実 態を基 に個別 の支

援 計 画 を作成 した、,

イ ワー クシー トの 工夫

内容 を読 み取 った後、写真 を説 明す

る文 章 を書 く ワー クシー一トを3種 類 用

意 して、 児童 が使 い たい もの を選 択 で

きる よ うに した。 ま た、 自分が書 く と

きの参 考 に なる よ うなシー トや ヒン ト

カー ドを用 意 した。 さらに、児童 の思

考過程 が把握 で き るよ うな組 み 立て シ ▲個別の支援計画

一 トを用意 し
、情報 をメモ した付 せ

ん紙 を並 べ換 え て貼 れ る よ うに した.

ウ 児童 の学 び を促 す相 互評価

書い た もの を 自分 の力 で直す こ と

が で き るよ うな推 敲 カー ドを工夫 し

た。 また 、友 達 の よい ところを見っ

け られ る よ うなカー ドを用意 し、で

きた児童 か ら友 達 同士で 読み合 い、

分か りやす さや 表現 の 工夫な どを互

い に認 め合い 学ぶ場 を設 定 した。
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(6)単 元 の 指 導 計 画(ll時 間扱 い)

時 主 な 学 習 活動 支 援(☆ 補 充 ★ 発 展)◆ 評 価

1写 真 を見て説明す る文章を'書く。第 第
「サ ンゴの海の生き物 たち」 を読み、共生の知恵 を読み取る。

3読 み取 った ことを基に して写真 に説明 をつける。次 調

4説 明の展開例 と文章構成 、筆者 の]二夫 した書 き表 し方 をっかむ。

※ 「読む こと」の指 導を とお して、文章構成 、説 明の工夫に気付 かせ る。

第

次
⑥

1興 味 をもった海 の生き物 の

知恵 を調べ る。調 べ学習=並

行読書

2調 べてわかった ことをメモ

す る。

3組 み立て シー トで情報 を整

理す る。

4組 み立てシー トを見なが ら、

説明文 を書 く。

5書 いた ものを推敲 し、友達 と

紹介 し合 う。
6本 に仕 上げる。

☆情報 を選択できない児童には、易 しい資料 を提示 した り一緒 に

読んだ りして ヒン トを出 し、自分 で絞 り込め るよ うに助言す る。

★必要な情報を取捨選択できる ようにす る。

☆説明の順 序を考 えさせ 、付せ ん紙の並び換 えを支援す る。

☆書き進 め られ ない児童には、対話 しなが ら口頭 作文させ て書 く

ように させ る。前後の文章を読んで順序を考 えさせ る。

★ 自分の考 えを入れ、表現の仕方 を工 夫 し、 よ り良い文章が書 け

る よ うに促す。

◆ 自分で調べ たことを基 に、文章構成 を意識 し表 現の仕方 を工夫

しなが ら、大事な観点を落 と さずに書いてい るか。(シ ー ト)

◆ 自分の文 章を読み返 し、推敲ができ てい るか。(観 察 ・シー ト)

(7)本 時 の学 習(10/12)

ア 国標 組 み 立 て シー トを 基 に 、説 明 の順 序 を考 え、表 現 を 工夫 して 、海 の生 き物 の 知恵 を

説 明す る文 章 を書 く こ とが で き る。

イ 展 開

学習活動
1学 習 の め あ て を 確 認 す る 。

2組 み 立 て シ ー ト を 見 な が ら 「中 」 「終 わ り .1

を 書 く。

3書 い た も の を 読 み 直 し 、 推 敲 す る 。

・説 明 の 順 序
、 文 の 続 き 方 は よ い か 。

・主 語 と 述 語 の 照 応
、 文 末 表 現 は よ い か 。

・習 っ た 漢 字 や 片 仮 名 は 正 し く使 え た か
。

・助 詞 は 正 し く使 っ て い る か
。

・句 読 点 の 打 ち 方 は ど うか
。

・丁 寧 に 書 け た か 。

4友 達 と 交 換 し て 読 み 合 う。

・友 達 の 表 現 の よ い と こ ろ を 見 っ け る
。

・交 換 し て い な い 友 達 に 紹 介 す る
。

5自 分 の 知 り た い 、 聞 き た い 海 の 生 き 物 を 書 い

た 友 達 の 所 へ 行 き 、説 明 を 聞 く。

6本 時 の 学 習 を 振 り返 る。

・友 達 の 書 い た 説 明 文 で 印 象 深 か っ た と こ ろ

を 発 表 す る.

支援(☆ 補充★発展)
☆書 き進め られ ない児童 には、対話 しなが ら口頭作文

させてか ら書かせ た り、例文 を提示 した りして取 り

組 ませる。

☆前後の文章を読ん で文の続 き方 を考 え させ る。

★事柄 の区切 りや説 明 の順 序 を意識 して分 か りやす

く書 くよ うに促す。

★ま とめの書 き方のコニ夫 をさせ た り、よ り良い文章 に

なるよ うに表現を工夫 させ た りす る。

☆完成 の見通 しが もて るように助言す る。

歯★認 める。 励 ます。 褒 める。

☆書いた文章 を声に出 して読み返 し、表記や表現の間

違い に気付 くよ うに させ る。

★ 自分 のカで観点に沿って推敲 し、さ らによ り良い文

章 にできるよ う意識 を高める。

☆でき上 がった ら友達 と交換 して読み合 うよ うに促

す。

★進 んで相手を見つ けて交流でき るよう、友達の よい

ところを見つ け られ るよ うに促す。

(8)考 察

ア 学級 担任 ユ名 に よる指導
・ 児 童一 人 一人 の こ とをよ く理解 してい る指 導者 が行 う

こ とで 、的確 で効 率 的 な支援 が で きた.
・ きめ細 かい指導 には指導 目標 に 関連 した個別 の支援 計

画 を立 てる こ とが有効 で あ るこ とが 明 らか にな った。

イ 発展 的 な学 習 の成 果
・ 指 導 目標 を達成 で きた児童 には

、学 習 した こ とを役 立

て る、生活 に生か す場 面 を設 ける こ とも必 要 であ る こ と

が 明 らか にな った。

ウ 補充 的 な学 習の成 果
・ 学 習状況 に応 じた3種 類 の ワー クシー トを準備 す るこ

とで 、基 礎 的 ・基本 的 な 内容 を身 に付 け させた い児童 に

繰 り返 し学習 の揚 を設 け るこ とが で きた。

工 改善 点

・ 児童 の書 く速 さに柔軟 に対応 す る方策 も必要 であ る
。
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【事例2】 総合的な言語活動例の系統 複数の指導者によるコース別の指導

(1)単 元名 「ち ょっ と気 になる周 りの声 にっいて、意 見文を書 こ う1(第5学 年)

(2)単 元の 目標

自分の考 えを分 か りやす く伝 えるために、根 拠 となる具体 的な事実 を示 し、文章全体の組 み

立 て方に気 を付 けなが ら、筋道 を立て て意見文 を書 くことが できる。

〔3).単元 の評価 規準

国語 へ の関 心 ・意 欲 ・態度 書 く能力 言語に関する知識 ・理解 ・技能
・身 の 回 りか ら興 味 ・関 心 の あ ・根拠となる具体的な事実を示 し事実 と ・事実と意見の書き分け方や考え

る事柄を選び、それについて 考えとを区別 して文章に書き表してい の 中 心 とな る文 の置 き方 な ど、

自分 の考 え た こ とを 、 意 見 文 る 。 文章にはいろいろな構成がある

に書 こ う とす る。 ・自分の考えを分か りやす く伝えるために こ とを理 解 してい る。

効果的な文章構成を工夫 している。

(4)単 元 にお ける補 充的な学習 と発展的 な学習

指 導 事 項 補 充 的 な学 習 発 展 的 な 学 習
・根 拠 とな る 具体 的な 事 実 を示

し、事 実 と考 え を区 別 して 書

く こ と。

・共 通 の 題 材 を選 び
、 話 し合 う。 自

分 の 考 え と 、そ の根 拠 とな っ た 具

体 的 な事 実 を メモ す る。

・根拠 として挙げた具体的な事実が、適

切なものであるかどうかを考えながら

書く。
・効果的な文章構成を工夫 し

書くこと。

・基本的な文章構成を確かめて書く。 ・いろいろな文章構成の仕方を知 り、効

果的な構成や表現を工夫 して書 く。

(5)少 人数の指導形態 に よる補充的 な学習 と発展 的 な学習 の手 だて

ア コースの選択
一斉学習で意見 文の書き方 を学習 し

、共通 の題材 で意 見文 を書いた あ と、二つの コー ス

に分 かれ るよ うにす る。 各 コー スの学習 内容 にっい てのオ リエ ンテー シ ョン と、書いた意

見 文の 自己評価 をも とに、児童 が学習のめ あて を しっか りもち、自分 で コー ス選択 をす る。

また、適 切に 白己評価す るた めの観点 な どを示 す。 指導者 は、取材 、記述 か らコース選択

について支援 し、児童 の学習状 況に応 じた学習 が行 えるよ うに配慮す る。

イ 指導内容

補充的 な学習では、共通 の題 材で学習 を進 め、根拠 となる事 実や 体験 を多 く見付 け るこ

と、既習 内容 であ る基 本的 な文 章の組 み立て方 で書 くことを主な内容 とした。

発 展的 な学習 では、投稿記事や 友達の書い た意見 文な どを題材 に して、い ろいろな文章

構成 を知 り、効果 を考 えなが ら書 くな ど質 を向上 させ る ことを主な内容 と した。

(6)単 元の指導計 画(7時 間扱 い)

形態 主な学習活動 支援

一 一 噌
1教 材文を読み感想を話 し合 う。 新聞の投稿記事な どを持ち寄 り、掲示す る。

次 斉 2意 見 文 の 書 き方 を 知 り、 学 習 の 見 通 し を も つ 。 ※学習内容や 自分の書いた文章から、コースを

3例 文 を も と に意 見 文 を 書 く。 選 択 す る。

4意 見文を読み合 いよい点や 書き方を確かめる。

二 コ じ っ く り書 こ うコ ー ス は り き っ て 書 こ うコ ー ス

次 ー

ス
5例 文 を読 み 、思 っ た こ とを発 表 し合 う。 5教 材を読み、いろいろな文章構成を知る.

別
6意 見文の書き方を確かめる。

7題 材 を選ぶ。

6投 稿 記事 を読 み 、 自分 の考 え を メ モす る。

7組 み 立 て メモ をつ く る。

8組 み 立 て メモ を作 る。 8組 み立てメモをもとに意見文を書 く。

9組 み立てメモを基に意見文を書 く。 9文 章を読み返 し推敲する。

lO文 章を読み返 し推敲する。 lO友 達の意見文を読み、それに対す る意見 を文章

に ま と め る 。
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(7)本 時 の 学 習(6時 問 目)

じ っ く り 書 こ う コ ー一ス は りきって書 こ うコー ス

O本 時の口標 O本 時の日標

根拠となる具体的な事実を示 し、文章全体の組み立てに 友遠の書いた意見文や新聞の投稿記事から関心のある題

気を付けて意見文を書 く。 材を選び、それに対する自分の意見を、構成の効果や表現

の効果を考えて書く.

主な学習活動
★補充的な学習への支援

◇評価
主な学習活動

☆発展的な学習への支援

◇評価

1本 時のめあてを確かめ る 1 本時のめあて を確 かめる,,

組み立てメモを基に意見文を書 こう 友達の意見文や投稿記事についての自分の意見を

★次の点に留意するよう
構成や表現の効果を考えて書こう

2提 示された意見文を読み
助 言 す る。

2 提示 されている友達の ☆構成メモの書 き方は定め
文章の組み立て方を確かめ ・文 末 表 現 ・接 続 詞 意見文や投稿記事 を読 ず、 自分の書き方で良い
る 。 ・一 文 を短 くす る。 み、それに対する自分の こ と を助 言 す る。

3根 拠 となる具体的な事実
・主語 と述 語 を 整 え る。 意見を文章にまとめる。

【構成例】

☆字数 は400宇 程度とし、

書き終わったら題材 をか
が書かれているか組み立て ・意 見 一事 実(根 拠)一 ま えて意見文を書いてよい
メ モ を 見 直 す 。 とめ 億 見) こ とを 知 らせ る。

★ 書 き 終 わ っ た ら、 「は り ・問題 提 示 一事 実 一 ま とめ ◇自分の意見を構成や表現
4メ モ を も と に 、 自分 の 考 き っ て 書 こ う コ ー ス 」 ※事実の数は限定せず、効 の効果を考えて書いてい

え を 文 章 に ま と め る。 で、同 じ題材で書いて 果を考えて取 り入れる。 る か。(作 品)
・手 引 き を 活 用 す る,, いる友違の作品と読み 3本 時の学習についてふ ・書 き 出 し ・語 黎

・用 紙 を選 ん で 書 く。 比べ る よ うにす る。 り返 る 。

※友達や 自分の意見文

5本 時 の学 習 を ふ り返 る,,

・次 時 の 学 習 を知 り、め あ て

◇事実 を示 し、文章全体

の構成 を考えながら、

筋道 の立った意見文を

楽意見のや りとり
・次時の学習活動を知る。

・作 品 を 紹 介 す る。

を も つ 、
書 け てい るか 。(作 品)

(8)考 察
ア 複数 の指導者 に よるコー ス別 学習
・ 各 コー スで 自己評価や学習のめあてを示 し

、どの よ うな 学習

を行 うかにっいて ガイ ダンスをていねい に行 ったので 、児

童 が 円滑に コース選択 を行 うこ とができた。
・ 「は りきって書 こ うコース」 の児 童がすべて発展 的な学習

を行 うわけではな いので、的確 な学習状況の把握 が必要で

ある。

イ 発 展的な学習の成果
・ 掲示物 な どに児童 が学習 を進 める上で参考 とな る情報 を多

く準備 した ことが、主体的 な学 習 を促 進 してい た。
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学習 内容 を、論理的 な思 考や構 成の効果 を考 える ことな ど 「深 め る」内容 に焦 点化 した こ

とは適切で あった。また 、自分で題材 を見付 ける こと、意 見文 の リレー な ど児童 の主体性

を生かす よ うに した ことは個性 に応 じることにっな がった.

補充 的な学習の成果

ゆ っ くり指導す る ことがで きた ので、何 を どの

よ うに書 いて よい の か分 か らず戸 惑 って いた

塔識 謬 轄高箔 霧溜 醇 嘉餐 蕩 ・一悟1爵
で、その こ とが児童 の満 足感 につ ながっていた。1コ 剛

改善点

多様 な意 見が生 まれ に くい状 況 も見 られ た。コ
ー ス問 の交 流が 図れ る よ うな柔 軟 な指導 体制

が必要 である。
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N研 究 の 成 果 と課 題

1研 究の成果

ω 「書 くこと」の指導にお ける補充的な学習 と発展的な学習にっいて

国語科の学習の特質を踏 まえ、研究 協議を重ねた結果、次のよ うに補充的な学習 と発展的な学

習を整理す ることができた。

(三 :羅難還 鍵盤鎌慧

叢 鑑叢慰∵驚ヨ
(2)補 充的な学習 ・発展的な学習の例一覧表の作成 にっいて

学習指導要領 に示 された言語活動例か ら「伝 え合 う言語活動例」「情報収集 の言語活動例」「総合的

な言語活動例」の三つの系統 ごとに、低 ・中・高で考 えられる「補充的な学習 ・発展的な学習」の例を

整理 し、一覧表 にまとめた。一覧表 を活用 す る こ とで 、補 充的 な学 習 と発展 的 な学習 を計 画

す る上 での参 考 とす る こ とが で きた。

㈲ 指導体制による「補充的な学習 ・発展的な学習」の効果的な指導にっいて

指導体制 ごとのよさや配慮点などについて、検証授業を通 して明 らかにす ることができた。

学級 担任 一人 に よる指導 複 数 の指導者 に よ るコー ス別 の指導

よ さ ・児童の実態を十分把握 ・児 童 の実 態(習 熟 の程 度 、学 習 の速 さ
・個 のよさを引き出す指導 な ど)に 応 じた学習 の場

・児童の実態に応 じた柔軟な指導過程 ・等 質集 団 に よる効 率 よい指導

・きめ細 か く適 切 な支援

配慮点 ・形成 的 な評価 のた めの支援 計 画 ・コー ス 別 指 導 の 目的 の 明確 化

・児 童 の 実 態 に応 じた 多 様 な ワー ・適 切な 単元や 指導 場 面の設定

クシー ト等 の教材 開発

2今 後の課題

口)評 価 の工夫

「補充的な学習・発展的な学習」にお ける評価 の とらえ方、評価方法、指導への生か し方な どは、

指導 と評価の一体化を図 り、個に応 じた指導を行 う一1二で課題 であるn

② 「補充的な学習・発展的な学習」における教材開発

基礎 的・基本的な内容の確実な定着 と、そのhに 立った学習の広が りや深 まりが言語生活に根 ざ

した確かなカ となるよう、各単元においての教材 開発が必要である。

(3)年 間指導計画における「補充1的な学習・発展的な学習」

「書 くこ と」の年 間指導計画において、「補充的な学習」「発展的な学習」を どの よ うに位置付 け、

進めてい くかについては、今後 さらに検討 していかなけれ ばな らない.ま た、「話す こと・聞 くこ

と」「読む こと」と関連させなが ら効果的に行 う「補充的な学習・発展的な学習」についても開発 して

いくことが必要である.
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